
水
道
事
業
が
始
ま
っ
て
　
年
               

５０

　
　
　
　
　
い
つ
ま
で
も
安
全
な
水
を

写真：森山浄水場内の

　　　膜ろ過処理装置

　
今
年
の
４
月
に
森
山
浄
水
場
が
新
し
く
な

り
、
そ
の
通
水
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
新
し
い
浄
水
場
の
概
要

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
な
水

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
水
道
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
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市
の
水
道
水
は
、
飛
騨
川
を
水
源
と

す
る
森
山
浄
水
場
と
岩
屋
ダ
ム
（
下
呂

市
）
を
水
源
と
す
る
県
営
山
之
上
浄
水

場
の
２
カ
所
か
ら
、
市
民
約
５
万
５
千

人
の
生
活
用
水
と
し
て
供
給
し
て
い
ま

す
。

　
昭
和
　
年
の
森
山
浄
水
場
の
使
用
開

３３

始
時
に
は
、
計
画
給
水
人
口
１
万
５
千

５
百
人
で
始
ま
り
、
そ
の
後
、
高
度
経

済
成
長
や
人
口
増
加
に
伴
い
、
水
の
需

要
も
増
加
し
、
昭
和
　
年
に
県
営
水
道

５１

が
使
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
の
年
間
総
給
水
量
は
、
約
５
６
４

万
ト
ン
（
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
約
３
杯
強
）
。

そ
の
う
ち
森
山
浄
水
場
で
は
、
約
３
分

の
１
を
賄
い
、
残
り
３
分
の
２
は
岩
屋

ダ
ム
を
水
源
と
す
る
県
営
水
道
か
ら
供

給
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
岩
屋
ダ

ム
の
水
位
が
下
が
る
と
節
水
を
お
願
い

す
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
森
山
浄
水
場
は
、
昭
和
　
年
に
造
ら

３３

れ
、
昭
和
　
年
に
沈
殿
池
な
ど
を
増
設
。

４２

給
水
を
開
始
し
て
以
来
　
年
間
、
一
日

５０

も
休
ま
ず
皆
さ
ん
に
水
を
供
給
し
続
け

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
既
存
の
建
物

は
老
朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
化
す
る
必

要
も
生
じ
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
水
道

水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、
浄
水
場
の

新
築
事
業
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
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月
　
運
用
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昭
和
　
年
　
３
月
　
浄
水
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施
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水
道
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及
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・
２
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昭
和
　
年
～
　
年
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上
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佐
口
・
中
之
番
配
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池
が
そ
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ぞ
れ
完
成

昭
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年
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県
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曽
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％
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３
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８
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平
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６
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４
月
　
三
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供
用
開
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水
道
普
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１
％

９９

平
成
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６
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浄
水
場
着
工
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①昭和３３年に造られ、５０年間水を供給して

　きた旧森山浄水場

②平成１３年５月まで供用されていた旧森山

　配水池から飛騨川を望む。この配水タン

　クに水が貯められ、ここから太田地区・

　古井地区へ送られていました

③沈殿池増設工事（昭和４２年完成）。その沈

　殿池のコンクリート打設作業

④昭和４５年、国道４１号（森山４丁目地内）に

　配水管を布設

①

③ ④

　水道事業が始まって５０年

　　　　　いつまでも安全な水を
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②

安
心
・
安
全
な
、
わ
た
し
た
ち
の
水
道
水

▲昭和５２年３月に完成した、下呂市金山

　町にある岩屋ダム


